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全国の 
農山村振興 
モデル事例に 

　政府の食料・農業・農村政策推進本部が、 
６月14日に、農林水産業により地域振興に 
成功しているモデル的な取り組み30事例を 
発表しました。 
　その中に、本町の「百歳への挑戦」をキャ 
ッチフレーズとした「健康な土づくり」事業 
が選ばれました。 

                      
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
政
府

の
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
推
進
本
部
は
、
六

月
十
四
日
、
農
林
水
産
業
を
核
と
し
た
自
立
的

で
経
営
感
覚
豊
か
な
農
山
漁
村
の
先
進
事
例
を

全
国
で
三
十
事
例
選
定
し
、
そ
の
中
に
本
町
の

「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
の
取
り
組
み
が
県
内
で
は

唯
一
、
地
方
自
治
体
と
し
て
は
四
例
の
う
ち
の

一
つ
に
入
り
、
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
政
府
の
こ
の
取
り
組
み
は
、「
立
ち
上
が
る
農

山
漁
村
」と
名
付
け
ら
れ
、全
国
か
ら
自
発
的
・

独
創
的
な
取
り
組
み
を
選
定
し
、
そ
の
取
り
組

み
を
全
国
に
発
信
・
奨
励
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
農
山
漁
村
に
お
い
て
「
地
域
自
ら
考
え
行

動
す
る
」
意
欲
あ
ふ
れ
た
取
り
組
み
を
推
進
す
 

                  に
よ
る
死
亡
率
は
、
男
性
で
全
国
平
均
の
一
・

三
倍
に
、
女
性
で
は
全
国
平
均
ま
で
下
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
平
均
寿
命
が
、
県
内
九
十
市
町
村
中
、
男

性
が
二
十
二
位
、
女
性
は
五
十
位
へ
と
上
昇
し

ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
税
も
年
々
減
少

を
始
め
、
昭
和
六
十
年
で
は
一
人
当
た
り
の
税

額
は
四
万
九
千
三
百
六
十
三
円
と
全
国
平
均
よ

り
も
六
千
六
円
も
上
回
っ
て
い
た
も
の
が
、
平

成
十
五
年
度
に
は
、
四
万
三
千
九
百
八
十
一
円

へ
と
下
が
り
、
全
国
平
均
の
約
半
分
の
額
と
な

り
ま
し
た
。
 

 

                      
今
回
モ
デ
ル
事
例
に
選
定
さ
れ
た
大
き
な
要

因
と
し
て
は
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
、「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
平
成
五
年
の「
健
康
の
町
」宣
言
以
降
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
強
化
し
た
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

 
昭
和
六
十
年
の
西
会
津
町
は
、
脳
血
管
疾
患

に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
平
均
の
約
一
・
七
倍
。

平
均
寿
命
も
、
県
内
九
十
市
町
村
中
、
男
性
が

七
十
三
・
一
歳
で
八
十
八
位
、
女
性
が
八
十
・

〇
歳
で
六
十
九
位
と
、「
長
生
き
で
き
な
い
町
」

で
し
た
。
 

　
し
か
し
、
平
成
十
一
年
に
は
、
脳
血
管
疾
患
 

                   る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

　
選
定
の
対
象
は
、「
食
」
、「
バ
イ
オ
マ
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
」、「
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）導
入
」、
 

「
農
林
水
産
物
の
輸
入
」
、「
都
市
と
農
山
村
と

の
交
流
」
の
五
分
野
で
、
そ
の
中
か
ら
「
既
成

概
念
や
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
革
新
的
な
地

域
戦
略
を
有
し
て
い
る
事
例
」
、「
農
山
漁
村
の

活
性
化
や
雇
用
創
造
に
貢
献
し
て
い
る
事
例
」

な
ど
が
選
定
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
は
、
食
生
活
改
善
に
よ
る
平
均
寿
命
の

飛
躍
的
な
向
上
が
選
定
の
大
き
な
決
め
手
と
な

り
ま
し
た
。
 

 
「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
の
取
り
組
み
で

は
、
今
後
、
政
府
関
係
者
に
よ
る
選
定
地
域
の

視
察
や
代
表
者
の
懇
談
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
に
選
定
 

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
歩
み
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平
成
四
年
か
ら
平
成
六
年
に
か
け
、
松
崎
俊
 

久
先
生
と
女
子
栄
養
大
学
香
川
芳
子
学
長
の
指

導
の
も
と
、
脳
血
管
疾
患
を
含
め
た
生
活
習
慣

病
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
総
合
健
康

調
査
を
実
施
し
、
科
学
的
で
本
格
的
な
生
活
習

慣
病
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
調
査
の
結
果
、「
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が

多
い
」
、「
悪
性
新
生
物
（
特
に
胃
が
ん
）
に
よ

る
死
亡
が
多
い
」
、「
骨
粗
し
ょ
う
症
が
多
く
、

腰
曲
り
、
膝
関
節
変
形
等
に
よ
り
寝
た
き
り
老

人
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、「
塩
分
摂
取
量
の
過

多
」
、「
た
ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量

不
足
」
、「
冬
期
間
の
運
動
不
足
」
の
三
つ
が
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
 

 【
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
躍
】
 

　
本
町
に
多
い
脳
卒
中
、
胃
が
ん
、
骨
粗
し
ょ

う
症
な
ど
は
、
食
生
活
習
慣
に
基
づ
く
疾
病
で
 

                   　
町
で
は
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
取
り
組
み
を
更
 

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
十
月

に「
百
歳
へ
の
挑
戦
　
パ
ー
ト
Ⅲ
」を
開
催
し
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
、「
糖
尿
病
の
増
加
」
、「
虚

弱
高
齢
者
の
増
加
」
、「
肺
が
ん
の
増
加
」
と
い

う
新
た
な
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
東
北
大

学
大
学
院
の
辻
一
郎
教
授
の
指
導
の
も
と
、
ト

ー
タ
ル
ケ
ア
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
 

「
健
康
な
土
づ
く
り
」
に
よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
農
業
の
活
性
化
な
ど
、
『
健

康
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
農
山
村
振

興
モ
デ
ル
事
例
三
十
選
に
選
ば
れ
た
町
と
し
て
、
 

全
国
へ
向
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
町
内
六
つ
の
小
中
学
校
の
給
食
、
福

祉
施
設
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
に
も
ミ
ネ
ラ
ル
米
や

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
が
使
用
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
や

高
齢
者
に
も
健
康
な
食
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
農
地
を
持
た
な
い
人
に
は
、
ミ
ネ
ラ

ル
栽
培
に
よ
る
「
農
か
ら
の
健
康
づ
く
り
」
へ

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
家
庭

農
園
「
ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン
　
さ
ゆ
り
が
丘
」
を

平
成
十
二
年
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

    　
本
年
五
月
二
十
九
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
 

「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
せ
」
内
に
常
設
の
直

売
所
を
設
け
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
国
道
を
通

過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
他
町
村
の
人
に
も
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
の
販
売
拠
点
と
し
て
更
な
る
栽
培

の
普
及
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
同
時
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の
ト
マ
ト

や
キ
ュ
ウ
リ
は
、
東
京
の
市
場
で
も
高
値
で
販

売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の

高
品
質
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
 

年
間
を
通
じ
て
、
栽
培
と
供
給
が
で
き
る
よ
う

生
産
体
制
を
強
化
し
、
高
付
加
価
値
「
健
康
農

産
物
」
と
し
て
市
場
へ
の
出
荷
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」
か
ら
始
ま
っ
た
「
健
康

な
土
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
栽
培
で
、
付
加
価
値
農
産
物
と
し
て
産
地
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
家
計
の
豊
か

さ
、
い
わ
ゆ
る
「
財
布
の
健
康
」
も
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
、

食
生
活
の
改
善
が
重
要
で
し
た
。
特
に
減
塩
運

動
の
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
う
え
で
、
そ
の
担

い
手
と
な
る
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
の
活
動

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
平
成
五
年
度
に
は
十
八
人
だ
っ
た
「
食
改
さ

ん
」
も
現
在
で
は
百
七
人
と
な
り
、「
ニ
コ
ニ
コ

減
塩
の
会
」や「
い
き
い
き
長
寿
の
会
」
等
の
講

習
会
を
自
治
区
へ
出
向
い
て
実
施
し
、
減
塩
味

噌
汁
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
食
の
普
及
活
動
、

町
民
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
料
理
の
作
成
な
ど
、
 

地
域
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

    　
平
成
十
年
か
ら
は
、「
健
康
な
体
は
健
康
な
食
 

べ
物
か
ら
」
、「
健
康
な
食
べ
物
は
ミ
ネ
ラ
ル
成
 

分
を
含
ん
だ
健
康
な
土
か
ら
」
と
い
う
農
業
科

学
研
究
所
長
中
嶋
常
允
先
生
の
考
え
に
基
づ
き
、
 

「
健
康
な
土
づ
く
り
」を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
科
学
的
な
土
壌
分
析
に
よ
り
土
の

状
態
を
把
握
し
、
不
足
し
て
い
る
も
の
は
補
い
、
 

過
剰
な
も
の
は
控
え
、
土
を
本
来
の
姿
・
健
康

な
状
態
に
す
る
こ
と
を
、
健
康
な
野
菜
づ
く
り

の
基
本
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
健
康
な
野
菜

は
、
害
虫
や
病
気
が
つ
き
に
く
く
、
野
菜
本
来

が
持
つ
栄
養
素
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
こ
と
か

ら
、
食
べ
れ
ば
最
高
の
栄
養
食
品
と
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
十
二
年
に
は
、「
健
康
な
土
づ
く
り
」
の
 

取
り
組
み
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
生
産
者
に
よ
る
 

「
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
」

が
設
立
さ
れ
、
野
菜
を
作
っ
て
い
な
い
町
民
の

み
な
さ
ん
に
も
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
直
売

活
動
を
通
し
て
生
産
振
興
と
普
及
を
行
っ
て
き
 

健
康
づ
く
り
か
ら
土
づ
く
り
 

生
活
習
慣
病
対
策
で
大
き
な
効
果
 

更
な
る
「
健
康
な
土
づ
く
り
」
の
推
進
 

健
康
づ
く
り
を
全
国
に
発
信
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三
議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
 

六
月
議
会
定
例
会
報
告
 

                     市
町
村
合
併
に
つ
い
て
―
―
 

 
 
町
で
は
、「
市
町
村
合
併
は
地
方

　
自
治
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ

　
り
、
あ
く
ま
で
も
、
市
町
村
の
自

　
主
的
な
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
が

　
大
原
則
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の

　
よ
う
な
大
き
な
問
題
は
、
合
併
特

　
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成
十
七
年

　
三
月
三
十
一
日
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
 

　
じ
っ
く
り
と
議
論
す
る
必
要
が
あ

　
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、「
合
併
を
す
る
・
し
な
い
 

　
の
最
終
判
断
は
町
民
の
み
な
さ
ん
 

　
に
し
て
い
た
だ
く
」
と
の
考
え
か
 

                   　
ら
、
本
年
度
は
、
そ
の
判
断
を
す
 

　
る
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
 

　
こ
ろ
で
す
。
 

 
　
実
施
期
間
、
信
ぴ
ょ
う
性
、
透
 

　
明
性
、
難
易
度
等
に
つ
い
て
様
々
 

　
な
角
度
か
ら
比
較
検
討
を
行
い
、
 

　
行
政
側
か
ら
の
視
点
だ
け
で
は
な
 

　
く
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
も
検
討
 

　
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
福
島
大
 

　
学
行
政
社
会
学
部
の
松
野
光
伸
教
 

　
授
の
指
導
を
受
け
、
検
討
を
重
ね
 

　
て
き
ま
し
た
。
 

　
　
そ
の
結
果
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
 

　
査
」
が
本
町
に
と
っ
て
最
も
適
し
 

　
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
 

　
と
か
ら
、
二
十
歳
以
上
の
町
民
を
 

                   　
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
 

　
し
ま
す
。
 

　
　
な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

 
は
、
今
後
の
町
の
方
向
性
を
決
定
 

 
す
る
う
え
で
の
判
断
材
料
に
し
た
 

 
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 道
の
駅
の
登
録
に
つ
い
て
―
―
 

 
 
商
業
団
地
の
「
道
の
駅
」
登
録
 

 
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
協
 

 
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
町
と
国
 

　
土
交
通
省
が
共
同
で
設
置
す
る
「
一
 

　
体
型
」
で
登
録
申
請
を
進
め
る
こ

　
と
で
協
議
が
ま
と
ま
り
、
六
月
十

　
日
に
開
催
さ
れ
た
福
島
県
幹
線
道

　
路
協
議
会
に
お
い
て
説
明
を
行
っ
 

　
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
　
福
島
県
幹
線
道
路
協
議
会
か
ら

　
推
薦
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
国
に

　
対
し
て
正
式
に
申
請
を
し
ま
し
た
。
 

　
　
こ
の
ま
ま
順
調
に
進
む
と
、
八
 

　
月
下
旬
に
は
「
道
の
駅
」
と
し
て
 

 
の
登
録
が
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
 

 
す
の
で
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
 

 
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
作
業
を
進
 

 
め
て
い
き
ま
す
。
 

 商
業
団
地
の
分
譲
に
つ
い
て
―
―
 

 
 
商
業
団
地
の
分
譲
に
つ
い
て
は
、
 

 
昨
年
四
月
に
分
譲
を
開
始
し
ま
し
 

 
た
が
、
分
譲
に
至
っ
た
の
は
リ
オ
 

 
ン
ド
ー
ル
側
に
あ
る
Ｄ
ス
ペ
ー
ス
 

 
の
二
区
画
の
み
と
い
う
状
況
で
す
。
 

 
 
前
述
の
と
お
り
、
商
業
団
地
は
、
 

 
「
道
の
駅
」
と
し
て
、
町
と
国
土
 

 
交
通
省
の
「
一
体
型
」
で
登
録
申
 

 
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
協
議
の
 

 
中
で
、「
道
の
駅
」
区
域
内
に
民
有
 

 
地
が
あ
る
こ
と
、
全
体
の
駐
車
ス
 

 
ペ
ー
ス
が
手
狭
で
あ
る
こ
と
が
指
 

 
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｃ
ス
ペ
ー
 

 
ス
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
 

 
と
で
調
整
を
図
り
ま
し
た
。
 

 
 
ま
た
、
町
と
国
の
一
体
型
で
登
 

 
録
す
る
こ
と
か
ら
、
国
が
必
要
と
 

 
す
る
敷
地
と
し
て
、
国
道
側
の
駐
 

 
車
場
の
一
部
を
買
い
上
げ
る
こ
と
 

 
で
、
協
議
を
進
め
て
お
り
、
Ｂ
ス
 

 
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
分
譲
し
な
 

 
い
方
針
と
し
ま
し
た
。
 

　
　
な
お
、
Ａ
ス
ペ
ー
ス
の
六
区
画
 

 
に
つ
い
て
は
、
出
店
形
態
に
つ
い
 

 
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
 

 
考
え
て
い
ま
す
。
 

 国
保
奥
川
診
療
所
の
開
所
に
つ
い
 

て
―
―
 

 
 
本
年
二
月
か
ら
無
医
地
区
と
な
 

 
っ
た
奥
川
地
区
の
医
療
体
制
の
確
 

　
保
を
図
る
た
め
、
五
月
十
日
よ
り
 

 
国
保
奥
川
診
療
所
を
開
所
し
ま
し
 

　
た
。
 

 
 
診
療
に
つ
い
て
は
、
毎
週
月
曜
 

 
日
と
金
曜
日
の
午
後
か
ら
国
保
西
 

 
会
津
診
療
所
の
医
師
が
、
出
張
し
 

 
診
療
に
あ
た
り
、
診
療
者
数
は
、

　
一
日
平
均
で
約
十
名
と
な
っ
て
い
 

　
ま
す
。
 

 
 
今
後
と
も
、
町
民
の
方
々
が
地
 

 
域
で
の
診
療
に
不
安
を
持
つ
こ
と
 

 
な
く
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
 

 
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
の
 

 
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

      
■
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
（
一
 

 
 
般
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
 

 
 
計
）
 

 
■
町
道
の
認
定
（
本
年
度
で
改
良
 

 
 
工
事
が
完
了
す
る
「
町
道
芝
草
 

 
 
橋
屋
線
」
を
、
新
た
に
「
町
道
 

 
 
芝
草
西
林
線
」
と
し
て
認
定
）
 

　
六
月
議
会
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
 

の
五
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
 

を
は
じ
め
と
す
る
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
 

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
町
政
主
要
事
項
報
告
と
可
決
さ
れ
た
議
案
 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

町
政
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

可
決
さ
れ
た
議
案
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リトアニア 

安藤壽美子さん 

アルギルダス クジス駐日リトアニア特命全権大使 
（左から２人目）を迎えて行われた記者会見 

　
町
で
は
、
さ
ゆ
り
公
園
周
辺
施
設
 

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
設
置
を
は
じ
め
、
 

「
文
化
の
香
り
高
い
芸
術
の
里
づ
く
 

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
 

と
し
て
、「
国
際
芸
術
村
」
事
業
に
取
 

り
組
み
、
西
会
津
町
か
ら
世
界
へ
向
 

け
て
「
芸
術
の
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
 

て
い
き
ま
す
。
 

  国
際
芸
術
村
事
業
と
は
 

　
平
成
十
四
年
四
月
の
中
学
校
統
合
 

に
よ
り
、
空
き
校
舎
と
な
っ
た
旧
新
 

郷
中
学
校
に
つ
い
て
、
木
造
校
舎
の
 

持
つ
柔
ら
か
さ
、
温
か
み
を
活
か
し
、
 

芸
術
を
通
じ
た
国
際
交
流
と
、
都
市
 

と
地
方
を
結
ぶ
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
 

地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
 

る
も
の
で
す
。
 

　
毎
年
、
海
外
の
芸
術
家
を
二
人
ほ
 

ど
本
町
に
招
き
、
一
年
間
程
度
滞
在
 

し
な
が
ら
、
ア
ト
リ
エ
と
し
て
整
備

す
る
旧
新
郷
中
学
校
を
拠
点
と
し
て

創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
 

　
滞
在
期
間
中
は
、
創
作
活
動
の
ほ

か
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
で
の
芸

術
の
指
導
を
と
お
し
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
点
 

以
上
本
町
に
残
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

 初
年
度
は
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
 

　
今
回
招
く
外
国
人
芸
術
家
の
選
考
 

に
つ
い
て
は
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
 

 
 
 
 
　
も
あ
り
、
心
身
的
に
健
 

 
 
 
 
 
康
で
、
芸
術
活
動
に
意
 

 
 
 
 
 
欲
的
で
あ
る
こ
と
の
ほ
 

 
 
 
 
 
か
、
日
本
と
気
候
風
土
 

 
 
 
 
 
が
良
く
似
た
国
で
、
日
 

 
 
 
 
 
本
に
好
感
を
持
ち
、
芸
 

 
 
 
 
 
術
活
動
が
活
発
に
行
わ
 

 
 
 
 
 
れ
て
い
る
国
を
条
件
に
 

 
 
 
 
 
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
そ
の
結
果
、
北
ヨ
ー
ロ
 

 
 
 
 
 
ッ
パ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
共
 

 
 
 
 
 
和
国
か
ら
招
く
こ
と
と
 

 
 
 
 
 
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
現
在
、
最
終
選
考
中
 

 
 
 
 
 
で
、
来
日
は
、
九
月
下
 

 
 
 
 
 
旬
こ
ろ
と
な
る
予
定
で
 

 
 
 
 
 
す
。
 

       西
会
津
町
か
ら
 

芸
術
を
通
じ
た
国
際
交
流
を
 

　
今
回
、「
国
際
芸
術
村
」
事
業
を
提
 

案
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
新
現
役
ネ
ッ
 

ト
」
の
会
員
で
あ
る
安
藤
壽
美
子
さ
 

ん
は
、「
海
外
の
小
さ
な
村
で
芸
術
文
 

化
を
大
切
に
す
る
気
風
に
触
れ
た
こ
 

と
と
、
西
会
津
町
を
は
じ
め
、
東
北
 

の
美
し
い
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
思
い
 

が
一
つ
に
な
り
、
『
国
際
芸
術
村
構
 

想
』
の
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
各
 

国
の
芸
術
家
を
中
心
に
、『
心
の
食
べ
 

物
』
で
あ
る
芸
術
を
通
し
、
国
際
交
 

流
を
広
め
ま
し
ょ
う
。」と
、
呼
び
か
 

け
て
い
ま
す
。
 

　
安
藤
さ
ん
は
、
六
月
に
登
録
さ
れ
 

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
西
会
津
国
際
芸
術
 

村
」
の
理
事
長
と
し
て
、
芸
術
家
の
 

活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
国
際
芸
術
村
」で
は
、
 

国
際
芸
術
村
活
動
を
支
援
し
て
く
れ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
地
域
振
興
課
 
　
 
│
２
２
１
３
 

45

《基礎データ》 
■位置 
　北欧バルト３国の１つ 
■国土 
　約６万５,２００㎡ 
■人口 
　３７０万２,０００人 
■主要言語 
　リトアニア語、 
　第１外国語に英語、第２外国語に日本語 
 
　第二次世界大戦中、リトアニア副領事だった杉原 
千畝氏が、ナチス・ドイツの迫害から逃れてきたユ 
ダヤ人６千人の命を救った話を誇りに思っている人 
が多く、日本に親しみを持っています。 
　また、豊かな大自然と歴史に彩られた文化と芸術 
を大切に育んでおり、世界的な芸術家を多く輩出し 
ています。 

リトアニア共和国を知ろう 

～国際芸術村事業始まる～  
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町
の
生
命
と
財
産
は
 

　
　
私
た
ち
が
守
る
 

町
の
生
命
と
財
産
は

町
の
生
命
と
財
産
は
 

　
　
私
た
ち
が
守
る

　
　
私
た
ち
が
守
る
 

玉木達雄団長 

目黒豊子隊長 

 
現
在
、
本
町
で
は
、
消
防
団
員
四
 

百
七
十
一
人
、
女
性
消
防
隊
七
十
二
 

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

 
消
防
団
員
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
 

ち
な
が
ら
、
災
害
が
発
生
す
る
と
、
 

い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
て
災
害
 

活
動
に
あ
た
り
ま
す
。
平
常
時
は
、
 

災
害
に
備
え
た
訓
練
や
火
災
予
防
活
 

動
に
従
事
す
る
な
ど
、
町
民
の
生
命
 

と
財
産
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
 

て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
女
性
消
防
隊
は
、
家
庭
で
 

火
を
扱
う
機
会
の
多
い
女
性
な
ら
で
 

は
の
視
点
に
立
ち
、
高
齢
者
世
帯
へ
 

の
訪
問
指
導
な
ど
、
予
防
消
防
の
普
 

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

  　
県
知
事
表
彰
を
受
賞
 

 
去
る
五
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
 

第
五
十
五
回
福
島
県
下
消
防
大
会
で
、
 

町
の
消
防
施
設
・
設
備
の
整
備
状
況
 

と
、
消
防
団
の
管
理
体
制
が
優
秀
で
 

あ
る
と
し
て
、
県
知
事
表
彰
（
消
防
 

施
設
優
秀
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

 　
引
継
が
れ
る
火
の
守
り
 

 　
玉
木
達
雄
新
団
長
と
目
黒
豊
子
新
 

隊
長
に
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。
 

     　
「
消
防
団
の
目
標
で
あ
る
『
町
民
 

か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
』
を
目
指
 

し
、『
和
は
貴
し
』
の
言
葉
ど
お
り
全
 

団
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
『
自
ら
の
 

郷
土
は
自
ら
守
る
』
と
い
う
精
神
の
 

も
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
・
 

財
産
を
火
災
災
害
等
よ
り
守
る
べ
く
 

努
力
し
ま
す
。
消
防
団
に
と
っ
て
の
 

一
番
の
勲
章
は
無
火
災
で
す
。
私
た
 

ち
は
予
防
消
防
の
啓
蒙
活
動
を
重
点
 

施
策
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
 

に
お
い
て
も
予
防
消
防
に
努
め
ら
れ
 

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。」
 

     　
「
伊
藤
加
代
子
前
隊
長
か
ら
引
継
 

い
だ
こ
と
を
大
切
に
し
、
こ
れ
ま
で
 

以
上
に
、
予
防
消
防
の
啓
発
と
、
一
 

人
暮
ら
し
宅
や
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
 

女
性
な
ら
で
は
の
ケ
ア
の
仕
方
で
、
 

少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
町
民
や
女
性
消
防
隊
員
、
 

消
防
団
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
 

消

防

団
 

【
団
本
部
】
 

 
団
　
長
 
 
玉
木
達
雄
 

 
副
団
長
 
 
高
橋
　
清
 

 
 
　
　
　
　
渡
部
　
修
 

 
訓
練
本
部
長
　
江
川
貞
一
 

 
庶
務
部
長
 
江
川
新
壽
 

 
教
養
本
部
長
 
清
野
佐
一
 

【
分
団
長
】
 

 
第
一
分
団
 
 
新
澤
光
男
 

 
第
二
分
団
 
 
目
黒
 
一
 

 
第
三
分
団
 
 
加
藤
 
勝
 

 
第
四
分
団
 
 
伊
藤
正
市
 

 
第
五
分
団
 
 
武
藤
道
廣
 

女
性
消
防
隊
 

 
隊
　
長
　
目
黒
豊
子
（
二
分
隊
）
 

 
副
隊
長
　
大
沼
眞
理
子
（
一
分
隊
）
 

 
 
 
 
 
菊
地
久
美
子
（
三
分
隊
）
 

 
 
 
 
 
上
野
松
子
（
四
分
隊
）
 

 
 
 
 
 
片
岡
勝
枝
（
五
分
隊
）
 

【
班
長
】
 

 
 
一
分
隊
 
 
石
川
純
子
 

 
 
二
分
隊
 
 
青
津
千
恵
 

 
 
三
分
隊
 
 
中
島
悦
子
 

 
 
四
分
隊
 
 
高
橋
八
千
代
 

 
 
五
分
隊
 
 
矢
部
れ
い
子
 

幹　部　紹　介　〔敬称略〕 
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糖尿病 

　肥満・偏った食事・過食・酒の飲み過ぎ 
　ストレス・運動不足・加齢・遺伝的要素等 

動脈硬化 

脳 卒 中 
心筋梗塞 

視力障害 

失　　明 

腎 障 害  

人工透析が 
必要に 

神経障害 

足の切断 

【要　因】 

石井　崇章くん 
（戸中・亮一） 

上野　真実ちゃん 
（橋屋・善弘） 

薄　　拓斗くん 
（西林東・清久） 

新田　健人くん 
（萱本・新也） 

齋藤　竜磨くん 
（堀越・和彦） 

齋藤　　渓くん 
（堀越・実） 

３月19日、３歳児13名を対象に健康診査を行った結果、むし歯のない子は６名でした。 

  　
糖
尿
病
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
予
 

防
で
き
る
病
気
で
す
。
次
の
こ
と
を
心
が
け
、
 

さ
ら
に
健
診
で
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
★
肥
満
を
防
ご
う
 

　
　
　
肥
満
は
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
を
弱
め
 

 
 
ま
す
。
 

 
 
 
　
　
◎
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、
間
食
の
し
 

 
 
 
 
 
 
過
ぎ
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
 

 
 
 
 
 
 
意
し
よ
う
 

 
 
 
 
 
◎
１
日
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
よ
 

 
 
 
 
 
 
う
 

 
 
 
 
 
◎
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
 

 
 
 
 
 
 
し
よ
う
（
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
 

 
 
 
 
 
 
過
食
、
や
け
酒
も
肥
満
の
原
因
 

　
　
　
　
　
　
に
）
 

 
★
運
動
を
心
が
け
よ
う
 

 
 
 
運
動
は
、
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
を
高

　
　
め
ま
す
。
 

      　
毎
月
最
終
木
曜
日
の
午
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
 

で
は
健
康
相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
み
な
さ
ん
の
生
活
習
 

慣
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。
 

　
生
活
習
慣
を
変
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
け
ど
、
 

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
お
 

い
で
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
 

 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 
　
　
　
 
│
２
３
０
６
 

   　
現
在
、
成
人
の
６
人
に
１
人
が
、
糖
尿
病
や
 

糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い「
予
備
軍
」
 

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
 

　
糖
尿
病
は
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
本
町
で
 

も
昨
年
実
施
し
た
調
査
か
ら
、
　
年
前
と
比
べ
 

て
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
 

男
性
は
、
２
倍
以
上
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
 

り
ま
し
た
。
 

47

10

西
会
津
町
の
男
性
の
糖
尿
病
 

　
　
　
　
　
　
　
　
10
年
前
の
2
倍
に
 

糖
尿
病
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
症
に
あ
る
 

予
防
の
基
本
は
生
活
習
慣
の
改
善
 

保
健
セ
ン
タ
ー
を
上
手
に
利
用
し
よ
う
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５
月
　
日
、「
西
会
津
ふ
る
さ
と
な
つ
 

か
し
C
a
r
シ
ョ
ー
」
が
さ
ゆ
り
公
園
 

ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
場
に
は
、「
ジ
ャ
ガ
ー
　

ロ
ナ
ー
ト
」
 

な
ど
の
昭
和
　
年
か
ら
　
年
代
の
な
つ
 

か
し
の
名
車
　
台
が
大
集
合
し
、
往
年
 

の
名
車
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ
た
フ
ァ
 

ン
３
千
人
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
ク
と
の
 

綱
引
き
大
会
や
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
試
 

乗
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
に
も
 

大
好
評
で
し
た
。
 

 

　ゲートボールシーズンの幕開けとなるレ 
ディースゲートボール大会が５月28日に、 
また６月18日に西会津ゲートボール協会長 
杯ゲートボール大会が開催されました。 
　参加されたみなさんは、ハツラツと試合 
をし、ゲートボールを楽しんでいました。 
　試合の結果は次のとおりです。 
【レディースゲートボール大会】 
　①上小島Ｃ ②寿Ｂ ③下野尻、飯里Ａ 
【ゲートボール協会長杯】 
　①下野尻Ｂ ②本町 ③上小島Ｂ、上小島Ｃ 

　
６
月
６
日
、
西
会
津
中
学
校
で
起
業
 

家
養
成
講
座
で
あ
る
創
業
塾
の
開
講
式
 

が
行
わ
れ
、
町
内
　
人
の
方
が
参
加
し
 

ま
し
た
。
 

　
こ
の
講
座
で
は
、
新
た
な
起
業
を
見
 

出
そ
う
と
し
て
い
る
人
や
、
農
業
や
商
 

業
等
に
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
取
 

り
入
れ
た
い
と
い
う
人
に
起
業
家
と
し
 

て
の
精
神
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
目
 

的
で
す
。
 

　
開
講
式
終
了
後
、
こ
の
講
座
の
顧
問
 

で
あ
る
会
津
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
 

学
部
の
清
野
正
哉
助
教
授
が
「
起
業
と
 

は
何
か
」
と
題
し
、
起
業
に
欠
か
せ
な
 

い
要
素
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

　「一生に一度はなじょな願いも聞きなさる」として 
県内外から信仰が寄せられる大山祇神社の春の例大祭 
が、６月１日から30日の１ヵ月間にわたり開催されま 
した。 
　訪れた参拝客は、熱心にお参りをした後、お土産を 
買い求めていました。 
　また、土・日曜日には太々神楽の奉納や野だてが行 
われ、参拝客を楽しませていました。 

30

30101

40

25

だいだい 



9

を
目
標
に
、
団
体
戦
県
大
会
優
勝
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
 

 【
女
子
卓
球
部
】
 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
　
白
岩
奈
津
美
さ
ん
 

　
「
み
ん
な
明
る
く
、
負
け
ず
嫌
い

な
の
が
今
年
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
 

　
昨
年
の
新
人
戦
で
は
、
県
ベ
ス
ト
 

　
止
ま
り
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
練
 

習
し
、
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
 

す
。
」
 

                 【
男
子
剣
道
部
】
 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
 
 
目
黒
和
人
君
 

　
「
ど
こ
に
も
負
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
 

ー
ク
で
、
個
人
戦
も
団
体
戦
も
東
北
 

大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、
県
大
会
 

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
頑
 

張
り
ま
す
。
」
 

              【
女
子
剣
道
部
】
 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
　
雅
楽
川
よ
し
み
さ
ん
 

　
昨
年
の
新
人
戦
で
は
、
県
大
会
の
 

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
で
負
け
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。今
年
は
、「
絶
対
に
負
け
な
い
」
 

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
予
選
通
過
 

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
 

 中
体
連
結
果
 

　
全
会
津
大
会
で
の
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 

　
優
勝
 

【
卓
球
】
 

　
▼
男
子
団
体
　
優
勝
 

　
▼
女
子
団
体
　
優
勝
 

　
▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

　
　
③
石
川
智
幸
、
仲
川
恭
介
 

　
▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

　
　
②
白
岩
奈
津
美
⑤
小
林
咲
 

　
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
 

　
　
①
根
本
健
太
・
長
谷
川
達
馬
 

　
　
③
大
槻
豪
・
齋
藤
一
顕
 

　
▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
 

　
　
①
笠
間
愛
美
・
田
崎
友
梨
 

　
　
②
岩
渕
紗
亜
姫
・
篠
原
実
枝
 

【
剣
道
】
 

　
▼
男
子
団
体
　
三
位
 

　
▼
女
子
団
体
　
三
位
 

　
▼
男
子
個
人
 

　
　
②
二
瓶
諒
太
　
⑤
渡
部
和
人
 

【
水
泳
】
 

　
▼
男
子
リ
レ
ー
　
七
位
 

　
▼
女
子
リ
レ
ー
　
三
位
 

　
▼
男
子
百
自
由
　
⑦
長
谷
川
健
典
 

　
▼
女
子
四
百
自
由
　
⑥
鈴
木
奈
奈
 

　
▼
女
子
百
平
泳
　
②
上
野
早
紀
 

　
▼
女
子
百
背
泳
　
⑦
生
方
春
菜
 

　
▼
女
子
百
バ
タ
フ
ラ
イ
 

　
　
③
土
田
夏
実
　
⑤
塚
原
愛
唯
 

　
▼
女
子
百
自
由
 

　
　
⑥
鈴
木
芽
生
　
⑦
齋
藤
成
美
 

                    　
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
耶
麻
 

地
区
の
陸
上
競
技
大
会
を
皮
切
り
に
 

始
ま
っ
た
中
学
校
体
育
大
会
。
 

　
西
会
津
中
学
校
は
、
昨
年
秋
に
行
 

わ
れ
た
新
人
戦
で
の
活
躍
も
あ
り
、
 

今
大
会
に
お
い
て
も
活
躍
が
大
い
に
 

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
チ
ー
ム
の
主
力
で
あ
る
三
 

年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
大
会
。
 

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
 

発
揮
し
、
会
津
大
会
や
県
大
会
と
い
 

っ
た
上
位
大
会
へ
の
切
符
を
目
指
し
 

て
、
全
力
で
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
 

た
。
 

 　
県
大
会
出
場
お
め
で
と
う
 

　
県
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
、
 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
男
女
卓
球
 

部
、
男
女
剣
道
部
の
各
キ
ャ
プ
テ
ン
 

に
、
県
大
会
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

　
 

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
 

　
　
キ
ャ
プ
テ
ン
 
佐
藤
幸
さ
ん
 

　
「
東
北
大
会
出
場
を
目
標
と
し
て
 

い
る
の
で
、
初
日
の
予
選
リ
ー
グ
を
 

突
破
し
、
二
日
目
は
、
自
分
た
ち
の
 

力
を
出
し
切
っ
て
、
目
標
達
成
で
き
 

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
 

                【
男
子
卓
球
部
】
 

　
　
キ
ャ
プ
テ
ン
　
仲
川
恭
介
君
 

　
「
昨
年
の
新
人
戦
で
は
、
県
ベ
ス
 

ト
　
で
し
た
が
、
今
は
更
に
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
上
 

16

16
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
最
近
、
大
阪
に
住
ん
で
い
る
友
人
 

　
　
　
　
と
電
話
で
話
し
を
し
ま
し
た
。
そ
の
 

　
　
　
　
友
人
が
、
８
月
か
ら
一
年
間
ぐ
ら
い
 

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
私
の
地
元
の
大
 

学
に
留
学
す
る
と
い
う
の
で
、
彼
女
に
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
前
に
、
日
本
で
国
際

運
転
免
許
証
を
取
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。
取

る
の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
彼
女
に
は
そ
の
つ

も
り
が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
最
近
に
な
っ

て
日
本
の
免
許
証
を
取
っ
た
そ
う
で
す
が
、
運

転
の
経
験
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
で

運
転
す
る
の
が
怖
い
み
た
い
で
す
。
で
も
、
今

は
ど
ん
な
に
怖
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
ア
メ
リ

カ
で
生
活
し
て
み
る
と
、
車
を
運
転
し
た
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
交
通
制
度
の
違
い
に
あ
り
ま
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
マ
イ
カ
 

ー
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
 

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
は
車
検
 

が
な
い
の
で
、
車
を
維
持
す
る
の
に
あ
ま
り
経
 

費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
調
子
が
悪
い
 

古
い
車
を
安
く
買
っ
て
、
運
転
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
も
日
本
の
半
分
以
下
の
値
 

段
で
す
。大
抵
の
道
路
は
、日
本
よ
り
広
い
し
、
 

ス
ピ
ー
ド
も
出
せ
ま
す
。
高
速
道
路
や
そ
れ
に
 

近
い
道
路
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
そ
の
大
部
分
 

は
無
料
で
す（
有
料
の
場
合
で
も
安
い
で
す
）。
 

運
転
免
許
証
を
取
る
の
も
安
く
て
簡
単
で
す
。
 

州
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
私
の
地
元
の
ジ
 

大会のロゴマークです 

  　
第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
６
月

　
日（
日
）に
開
催
さ
れ
、
全
　
部
門
に
　
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、
〈
緑
と
渓
流
と
山
菜
の

里
〉
奥
川
で
力
走
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
さ

で
し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
は
沿
道
か

ら
の
声
援
と
川
面
を
渡
る
さ
わ
や
か
な
風
に
後

押
し
さ
れ
な
が
ら
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
 

　
今
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
の
出
場
が
　
人
と

例
年
以
上
に
多
く
、
沿
道
で
の
応
援
に
も
い
つ

も
以
上
に
力
が
入
っ
た
よ
う
で
す
。
 

　
な
お
、
町
内
の
入
賞
者
（
　
位
ま
で
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

               　
来
年
は
　
回
記
念
大
会
で
す
。
 

　
有
名
選
手
を
招
待
す
る
予
定
で
す
の
で
、
今

大
会
以
上
に
町
内
か
ら
の
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

人
が
奥
川
路
に
健
脚
を
競
う
 

29

748176
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町内選手も大活躍！ 

第
１
部
門
　
⑦
渡
部
悠
太
・
栄
二
（
尾
野
本
小
）
 

　
　
　
　
　
⑩
三
留
蒼
・
里
美
（
群
岡
小
）
　
 

第
２
部
門
　
⑥
三
瓶
　
佑
太
（
奥
川
小
）
 

第
４
部
門
　
⑨
伊
藤
　
寛
朗
（
群
岡
小
）
 

　
　
　
　
　
⑩
三
留
　
怜
央
（
群
岡
小
）
 

第
５
部
門
　
⑦
佐
藤
　
郁
美
（
群
岡
小
）
 

第
６
部
門
　
④
斎
藤
　
成
美
（
西
会
津
中
）
 

　
　
　
　
　
⑦
長
谷
川
瑠
美
（
西
会
津
中
）
 

　
　
　
　
　
⑨
矢
部
　
由
佳
（
西
会
津
中
）
 

第
８
部
門
　
⑥
渡
部
　
泰
子
（
西
会
津
中
教
諭
）
 

　
　
　
　
　
⑩
佐
藤
　
　
優
（
新
日
本
工
業
）
 

第
９
部
門
　
⑥
井
上
　
貴
子
（
西
原
）
 

第
　
部
門
　
⑩
江
川
　
正
樹
（
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
）
 

大会のロゴマークです 

748
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ョ
ー
ジ
ア
州
は
、
授
業
を
受
け
な
く
て
も
よ
く
 

て
、
免
許
証
を
取
る
料
金
は
た
っ
た
１
、
７
０
 

０
円
で
す
。
　
歳
か
ら
普
通
の
運
転
免
許
証
が

取
れ
る
の
で
、
大
抵
の
高
校
生
は
免
許
証
を
持

っ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
車
 

に
か
か
る
費
用
が
比
較
的
に
安
く
て
簡
単
な
た

め
、
マ
イ
カ
ー
を
使
う
文
化
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
、
日
本
は
マ
イ
カ
ー
よ
 

り
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
 

ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
日
 

本
の
電
車
・
バ
ス
の
制
度
は
本
当
に
す
ば
ら
し
 

い
で
す
。
特
に
電
車
の
便
が
良
い
で
す
。
ア
メ
 

リ
カ
に
も
電
車
の
便
が
良
い
都
市
は
あ
り
ま
す
 

が
、
一
般
的
に
は
少
な
い
で
す
。
例
え
ば
、
ジ
 

ョ
ー
ジ
ア
州
の
ア
ト
ラ
ン
タ
市
に
は
　
万
も
の
 

人
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
線
路
が
二
本
し
か
な
 

く
、
頻
繁
に
は
走
り
ま
せ
ん
。
新
幹
線
み
た
い
 

な
電
車
も
ア
メ
リ
カ
に
は
全
く
な
く
、
二
つ
の
 

離
れ
て
い
る
都
市
の
間
を
走
る
電
車
も
少
な
い
 

で
す
。
バ
ス
も
便
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
 

リ
カ
で
は
、
西
会
津
の
よ
う
な
町
に
、
バ
ス
は
 

絶
対
走
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地
元
の
ア
セ
ン
ズ
市
 

は
、
会
津
若
松
市
と
同
じ
規
模
で
す
が
、
バ
ス
 

は
一
時
間
に
一
回
の
間
隔
で
、
夕
方
６
時
ぐ
ら
 

い
ま
で
し
か
運
行
し
な
い
う
え
に
、
日
曜
日
は
 

全
然
運
行
し
ま
せ
ん
。
遅
刻
す
る
の
も
あ
た
り
 

前
で
す
。
交
通
機
関
だ
っ
た
ら
日
本
の
方
が
絶

対
に
便
利
で
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
、
発
達
し
て
い
る
交
通
手
 

段
は
か
な
り
違
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
マ
イ
カ
 

ー
で
、
日
本
は
電
車
や
バ
ス
が
発
達
し
て
い
る
 

国
で
す
。だ
か
ら
、み
な
さ
ん
、ア
メ
リ
カ
に
行

く
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
国
際
免
許
証
を
取

っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
 

ア
メ
リ
カ
は
右
側
走
行
で
す
よ
。
向
こ
う
で
運
 

転
す
る
と
き
に
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
！
 

16

400

   　
６
月
　
日
（
土
）
、
町
公
民
館
が
主
催
す
る
 

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
『
ふ
る
さ
と
 

ふ
れ
あ
い
教
室
』
の
メ
ン
バ
ー
総
勢
　
人
が
、
 

南
会
津
の
駒
止
湿
原
と
大
内
宿
で
野
外
活
動
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
活
動
は
、
初
夏
の
こ
の
時
期
に
、
水
 

芭
蕉
が
咲
き
、
ワ
タ
ス
ゲ
が
風
に
揺
れ
る
駒
止
 

湿
原
の
幻
想
的
な
自
然
と
、
江
戸
時
代
の
宿
場
 

の
町
並
が
現
存
す
る
大
内
宿
を
体
験
し
、『
自
然
 

を
愛
し
、
文
化
遺
産
を
大
切
に
す
る
心
』
の
育
 

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

                　
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
ワ
タ
ス
ゲ
が
 

す
ご
く
か
わ
い
い
」、「
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
 

し
た
み
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
宿
泊
学
習
 

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
 

 　
６
月
６
日（
日
）、
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

で
尾
野
本
地
区
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
す
 

ぱ
ー
く
西
会
津
で
は
群
岡
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
６
月
　
日（
日
）に
は
、
新
郷
小
学
校

で
新
郷
地
区
の
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
梅
雨
の
時
期
と
い
う
こ
と
で
、
雨
が
心
配
さ
 

れ
ま
し
た
が
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
屋
外
 

で
の
競
技
も
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
な
が
ら
熱
 

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

【
尾
野
本
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】
 

　
総
合
優
勝
　
森
野
　
 

　
　
▼
一
般
の
部
①
森
野
②
尾
登
③
縄
沢
、
黒
 

　
　
沢
▼
青
年
の
部
①
松
尾
②
森
野
③
さ
ゆ
り
 

　
　
が
丘
、
西
林
▼
婦
人
の
部
①
上
小
島
②
森
 

　
　
野
③
萱
本
、
さ
ゆ
り
が
丘
 

【
群
岡
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
 

　
　
①
上
野
尻
Ｂ
　
②
下
野
尻
Ａ
 

　
　
③
宝
川
Ａ
、
下
野
尻
Ｃ
 

【
新
郷
地
区
球
技
大
会
】
 

　
▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
 

　
　
　
①
笹
川
Ｂ
　
②
豊
洲
Ｂ
　
③
笹
川
Ａ
 

　
▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
 

　
　
　
①
笹
川
Ａ
　
②
笹
川
Ｂ
　
③
豊
洲
Ｂ
 

 　
町
で
は
、
８
月
　
日（
日
）に
西
会
津
中
学
校
 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
成
人
式
を
開
催
し
ま
 

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
対
象
者
 
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
 

　
　
　
　
　
　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

　
　
　
　
　
　
た
方
で
、
西
会
津
町
の
住
民
又
 

　
　
　
　
　
　
は
西
会
津
町
の
出
身
者
。
 

②
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
を
町
公
民
館
、
 

　
　
　
　
　
　
新
郷
分
館
、
奥
川
分
館
の
い
ず
 

　
　
　
　
　
　
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
締
め
切
り
　
7
月
　
日（
金
）
 

※
　
申
込
締
め
切
り
後
に
受
け
付
け
し
た
方
に
 

　
つ
い
て
は
、
成
人
式
名
簿
に
氏
名
等
が
記
載
 

　
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
 

　
さ
い
。
ま
た
、
対
象
者
が
町
外
に
在
住
し
て
 

　
い
る
場
合
に
は
、
本
人
の
意
思
を
確
認
の
う
 

　
え
、ご
家
族
の
方
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

12
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16

昨年の成人式から 

咲き誇るワタスゲに囲まれて 

よーくねらって（群岡地区） 



12

みんなの広場 みんなの広場 
田
崎
　
慎
治
 

　
　
〔
長
　
桜
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
わ
ら
び
山
の
一
番
上
か
ら
見
た
町
の
風
景
 

　
（
長
桜
は
な
が
め
の
良
い
場
所
が
多
い
が
、
 

　
こ
こ
か
ら
の
な
が
め
は
特
に
良
い
。
ま
た
、
 

　
長
桜
の
由
来
は
「
な
が
め
桜
」
だ
か
ら
。
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
  趣味：映画鑑賞 
  特技：パソコン 
 
最近感動したことは？ 
    ノートパソコンのＣＤド 
ライブ 換装に成功したこと 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　 間が悪い 

長桜の良いとところは？ 

   自然がいっぱいで動物もい 

っぱいなところ 

 

あなたのモットーは？ 

　臨機応変 

 

次の方を紹介してください。 

   Ｋ．Ｗさん（黒沢） 

　
「
子
ど
も
と
一
緒
に
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
出
る
の
が
夢
で
し
た
」
 

　
今
月
は
、
上
野
尻
の
市
橋
修
一
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
市
橋
さ
ん
は
、
卓
磨
く
ん
、
東
磨
く
ん
、
明
香
里
ち
ゃ
ん
３
人
の
お
 

父
さ
ん
。
６
月
　
日
に
行
わ
れ
た
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
今
年
小
 

学
校
に
入
学
し
た
長
男
の
卓
磨
く
ん
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
ま
だ
独
身
だ
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
大
会
の
手
伝
い
を
し
て
、
将
来
子
 

ど
も
と
一
緒
に
出
場
で
き
れ
ば
…
…
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
 

今
回
誘
っ
て
み
た
ら
『
出
て
も
い
い
よ
』
っ
て
す
ぐ
に
返
事
を
し
て
く
 

れ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
」
 

　
自
営
業
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
他
の
家
庭
と
は
違
っ
て
土
・
日
曜
日
 

に
出
か
け
る
こ
と
が
難
し
い
と
話
す
市
橋
さ
ん
は
、
 

　
「
遠
く
に
は
出
か
け
ら
れ
な
い
で
す
が
、
暇
を
見
つ
け
て
は
子
ど
も
 

た
ち
と
遊
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
で
遊
ん
だ
り
、
近
く
で
開
 

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
…
…
。
だ
か
ら
、
今
回
の
マ
ラ
ソ
 

ン
大
会
に
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
そ
れ
と
、
一
日
の
出
来
事
な
ど
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
 

一
緒
に
お
風
呂
に
入
る
と
、
素
直
に
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
ま
す
よ
。」
 

と
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
 

大
切
に
し
て
い
る
市
橋
 

さ
ん
。
 

　
３
人
の
お
子
さ
ん
が
 

笑
顔
で
「
大
好
き
」
と
 

答
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
 

常
に
子
ど
も
た
ち
を
優
 

し
い
目
で
見
つ
め
て
い
 

ま
し
た
。
 

　新田　篤 さん（６月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　また一緒にお酒を飲もう。 

３人のお子さんと一緒に 

20
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投票できる人は 
○満２０歳以上の人 
（昭和59年７月12日以前に生まれた人） 
投票は２種類 
　今回の投票は、参議院議員選挙の小選挙区選挙 
と比例代表選挙の２種類です。 
  次の点に注意してください。 
○小選挙区選挙……「候補者名」を記入してくだ 
　　　　　　　　　さい。 
○比例代表選挙……「政党等名」か「候補者名」の 
　　　　　　　　　いずれかを記入してください。 
期 日 前 投 票 
　投票日に仕事や何らかの用事で投票区以外へ出 
かけられる場合は７月10日（土）まで 役場前キャ 
ッシュコーナーわき「期日前投票所」で「期日前 
投票」をすることができます。 

　市町村合併に関する町民アンケートを 

実施しています。 

　このアンケートは、今後の合併問題の 

取り組みに大きく関わる重要な調査です。 

　対象者は、西会津町に住所のある20歳 

以上の方全員です。 

　記入が終わりましたら７月15日（木） 

までに自治区長さんへ提出してください。 

 

【問い合わせ先】 

　企画調整課　電話４５－４５３６ 

「市町村合併に関する 
　　　町民アンケート調査」 
　　　　　　　にご協力ください 

   　
町
で
は
、
構
造
改
革
特
区
を
活
用
 

し
た
「
遊
休
農
地
の
利
活
用
」・「
健
 

康
な
土
づ
く
り
事
業
の
普
及
拡
大
」
 

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
区
で
は
、
今
ま
で
農
地
を
借
り
 

ら
れ
な
か
っ
た
一
般
の
企
業
が
、
農
 

地
を
借
り
て
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
企
業
の
 

方
は
、
農
林
課
農
政
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

   　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
 

                 童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
 

は
、
受
給
資
格
の
審
査
の
た
め
、
現
 

況
届
や
所
得
状
況
届
を
８
月
に
町
へ
 

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
町
 

か
ら
提
出
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

　
な
お
、
現
況
届
を
未
提
出
の
場
合
 

は
、
自
動
的
に
受
給
資
格
を
失
う
こ
 

と
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
に
つ
い
て

の
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
健
康
福
祉
課
福
祉
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

                         　
個
人
で
使
用
し
た
注
射
器
・
注
射
 

針
な
ど
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、
以
下
 

の
こ
と
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
く
だ
さ
 

い
。
 

 
１
　
町
の
一
般
収
集
に
は
出
さ
な
 

 
 
 
い
で
く
だ
さ
い
。
 

 
２
　
医
療
機
関
で
注
射
器
等
を
受
 

 
 
 
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
医
 

 
 
 
療
機
関
に
必
ず
返
す
よ
う
に
 

　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
 

                 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
町
民
生
活
課
消
防
環
境
係
 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

   　
県
で
は
、
用
途
地
域
の
指
定
の
な

い
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
等
の
建
築
形
態
に
制
限

を
設
け
ま
し
た
の
で
、
建
物
の
新
、

増
築
の
際
に
は
、
問
い
合
わ
せ
先
で

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
喜
多
方
建
設
事
務
所
 

 
 
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
０
２
４
１
│
　
│
５
７
２
７
 

 
ま
た
は
 

 
 
建
設
課
 
 
 
　
│
４
５
３
４
 

45

参議院議員選挙 

投票日 
7月11日 （日） 45

2445 45

..
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板　垣　キヨ子（72）桂　一　　妻　　9町内1 

三　留　善　明（77）晃　衛　　父　　西　平 

武　藤　寅　喜（79）幸　子　　夫　　芝　草 

折　笠　又　次（95）全　子　　父　　森　野 

小　柴　春　子（90）征　喜　　母　　下小島 

舟　木　忠　江（80）　正　　　父　　黒　沢 

伊　藤　八重子（92）キヨエ　　母　　出ケ原 

清　野　ス　イ（86）　正　　　母　　上野尻 

小　林　ミサヲ（91）照　男　　母　　下野尻 

桑　原　和　三（63）キミ子　　夫　　徳　沢 

齋　藤　キサノ（76）嘉　明　　母　　熊　沢 

五十嵐　留　七（91）　一　　　父　　中ノ沢 

◆日時　７月 7日（水） 
　　　　　　27日（火） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

7月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

7月12日（月） 納期限 

8月 2日（月） 納期限 

○固定資産税第2期 
○介護保険料第2期 
○土地改良区償還賦課金第1期 

人　口　　８，９６７人　　　－１８人 
　男　　　４，３６１人　　　－　８人 
　女　　　４，６０６人　　　－１０人 
世　帯　　２，９７５世帯　　＋　１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

猪　俣　美　咲　　博・かつ子　　９町内２ 
 
佐　藤　　　海　　勉・裕子　　　上小島 

み さき 

かい 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

11 
（日） 

18 
（日） 

25 
（日） 

19 
（月） 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

11 
（日） 

18 
（日） 

19 
（月） 

25 
（日） 

喜多方市 

会津若松市 

柳 津 町 

会津若松市 

三 島 町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

會　澤　和　義　　漆　窪 

矢　木　知　里　　会津若松市 

　　　　　　　仲人　高橋至・泰子夫妻　柴崎 

山 田 あ つ し歯科  

栗 城 歯 科  

二 瓶 歯 科  

桑 原 歯 科  

栗 城 歯 科  

飯寺ファミリー歯科 

う え の 歯 科  

こ し ば 歯 科  

0241（21）1846 

0242（24）6711 

0241（41）1880 

0242（26）4023 

0241（52）3334 

0242（27）0648 

0241（21）8852 

0242（27）4374

県 立 喜 多 方 病院  

高橋小児クリニック 

斎 藤 医 院  

森 田 小 児 科医院  

山田整形外科医院 

寿 松 堂 渡 辺医院  

小 野 病 院  

田 中 医 院  

渡辺脳神経クリニック 

浜 崎 小 児 科医院  

二 瓶 眼 科 医 院  

鳴 瀬 病 院  

手 代 木 医 院  

わかまつインターベンションクリニック 

さとう小児科医院 

高 村 整 形 外 科  

佐藤整形外科医院 

有 隣 病 院  

ひ ら の 医 院  

吉 田 内 科  

いいづかファミリークリニック 

穴沢耳鼻咽喉科医院 

0241（22）2181 

0241（25）7066 

0242（27）1112 

0242（27）7686 

0242（26）2772 

0242（83）3125 

0241（22）0414 

0241（22）0141 

0242（39）6060 

0242（27）0951 

0242（22）1932 

0241（24）3333 

0241（22）0034 

0242（32）1558 

0242（24）0830 

0242（28）3319 

0242（83）1155 

0241（24）5021 

0241（22）3135 

0242（27）0537 

0242（32）3330 

0242（29）0033


